
と  の尼崎運河の環境を良くする研究
解説編︕

⼯場地帯に位置する
尼崎運河においても

⽔辺の環境再⽣が可能である
ことを⽰した重要な成果です。

【解説】
・⽣物多様性の再⽣を⽬的とした環境再⽣事業の⼀つの到達点として、⿃類の出現があり
ます。海辺の⽣態系の頂点に⽴つ⿃類が出現することで、餌となる⽔中の⽣態系が
形成されているということがわかりました。

・カワセミは2020年ごろから秋ごろに⾶来するようになりました1)。また、アオサギも
頻繁に⾶来し⼲潟にいる⿂の稚⿂を捕⾷しています。

・カワセミとアオサギの⽣息適地を
maxentというツールで図化したと
ころ右図のようになり、武庫川の
河川敷や、点在する公園などの
緑地があることで、尼崎運河まで
これらの⿃類が⾶来しうることが
⽰唆されました3)。

・⾶来する⿃類と共⽣するための考察を⾏い
右図のようにまとめました。
⼯都尼崎においても、適切な環境再⽣
事業を⾏うことで、⽣物の⽣息場所を
創出することが可能であることが⽴証され、
これからは、再⽣された⽣態系とよりよく
共に⽣きるための取り組みが必要です。

・本研究は朝⽇新聞に掲載されました。
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カワセミ（半径500mのバッファー） アオサギ（半径1kmのバッファー）

!" !"#!

#$ $%#&

%& &#$

'( $#$

)* "#'

寄与率
!" !"#$

#$ %&

%& %'#$

'( "#(

)* )#&

寄与率

図 ⽣息場のポテンシャルマップ3)

図 ⾶来する⿃類と共⽣するために3)

止まり木を守るなど飛来を促す場づくりと、飛来が見込める
時間帯から活動時間をずらすなどの運用上の配慮が必要

制作：徳島⼤学環境防災研究センター（上⽉・⼭中・松重研究室）

⿃類集う⼲潟づくり
⽔質浄化施設内にある⼈⼯⼲潟に
市⺠協働活動で潮溜まりやヨシの
植栽をしたところ、カワセミなど
の⿃類が⾶来することを明らかに
しました。

カワセミ、ハクセ
キレイ、ササゴイ、
イソヒヨドリ、ア
オサギ、カモ類が
⾶来し採餌します


